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晨
彙
、
食
昌
、
保
険
、
日
癬
、
公
共
事
彙
〓
・

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
情
ろ
し
い
仕
掛
け
が
１

深
刻
な
経
済
危
機
に

苦
し
む
米
オ
バ
マ
政
権
は

輸
出
倍
増
を
危
機
突
破

の
“
切
り
札
”
と
位
置
、つ

け
て
い
ま
す
。

一貿
易
を
拡
大
す
れ

ば
、

巨
額
の
支
出
を
政

府
が
直
接
し
な
く
て
も

一雇
用
と
経
済
的
刺
激
を

得
ら
れ
る
ス
´ヽ
ヨ
カ
「２

０
１
１
年
大
統
領
通
商

政
策
課
題
し
か
ら
で

す
。さ

ら
に
、
―
米
国
は
も

っ
と
輸
出
で
き
る
よ
う
―

「
米

国
の
価
値
観
を
反

映
す
る
高
い
基
準
に
基

づ
き
、
貿

易
協

定
で
米

国

の
諸

権

利

を

遂

行

（
強
制
）
す
る
―

「
必
要

な
場
合
は
強
制
行
動
を

と
る
Ｌ
米
国
の
諸
権
利

を
強
制
す
る
」
た
め
の
貿

易
協
定
中
、
地
域
的
枠

組

み
の
第

一
に
掲
げ
る

の
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
す
。
「
世
界

で
最
も
急
速
に
成
長
す

る
市
場
の
多
く
が
ア
ジ
ア

に
あ
り
‥
米

国
の
全

面

関
与
の
み
が
」
米
国
に
利

益
を
も
た
ら
す
と
主
張

し
ま
す
。
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●

劇
コ
リ
「
対

策

で
あ
る

米
国
産
牛

肉

の
輸

入

制
限
の
緩

和
‥
日
本

は

「
米
国

産
牛
肉

牛
肉
製
品

の
最
大

の

輸

出

市

場
」
だ

っ

た
が
、

Ｂ

Ｓ
Ｅ
対
策

で
の
部
分

的
輸

入
制

限
を
緩
和
し
て
以
後
も
、

元
の
水
準
を
回
復
し
て

い
な

い
と
抗
議
。
市
場

開

放

を

求

め

ま

す

。

（３
ヨ

「
Ｈ
年
衛
生
植

物
検
疫
措
置
報
告

一
に

詳
述
）

●

コ‐

メ‐
蜘
黍

三

メ
の

輸
入
・流
通
制
度
を
響
同

度
に
規
制
さ
れ
不
透

明
」
だ
と
非
難
し
ま
す
。

●
剣
酬

の‐
劇
利

尉

牛
肉

（
”
　
５

％
）
、
オ

レ
ン
ジ

（
３２
％
）
、
プ

ロ
　
セ
　
ス

テ

ー

ズ

（
４０
％
）
な
ど
米
食
品

の
関
税
が
高
い
と
し
、

引
き
下
げ
は
高

い
優
先

課
題
だ
と
し
て
い
ま
す
．

０
州
囃
司
冽
開
冽

「
米
国
に
次
ぎ
世
界
第

２
の
日
本
の
民
間
保
険

市
場
」

へ
の
参
人
を
特

に
重
視
．
郵
便
保
険

共
済
保
険
を
標
的
と
し
、

「
共
済
組
合
を

（外
資

系
保
険
会
社
な
ど
）
民

間
部
門

の
保
険

ム
〓
社

と
同
じ
規
制
基
準
の
対

象
に
し
、
金
融
庁

の
監

視
下
に
置
く
べ
き
だ
」

と
主
張
し
て
い
ま
す
。

●
国
刻

‥
株
式
会
社
な

ど

「
フ
ル
サ
ー
ビ
ス
を

す
る
営
利
病
院
」
に
対

す
る

「
制
限
的
規
制
」

に
よ

っ
て
外
国
か
ら

の

参
入
が
限
定
さ
れ
て
い

る
と
攻
撃
し
て
い
ま
す
。

●
耐
硼
翻
卿
利
‥

エ
イ
ズ

ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）

感
染
拡
大

の
要
因
と
な

っ
た
米
国
製
血
液
製
剤

に

つ
い
て

「
血
漿

（
け

っ
し
ょ
う
）
製
剤

の
輸

入
制
限
を
控
え
よ
」
と

迫

っ
て
い
ま
す
。

開
発
　
再
開
発

、
港
湾

拡
張
」
な
ど
の
事
業

ヘ

の
米
企
業

の
参
入
を
求

め
て
い
ま
す
。

★

☆

☆

☆

★

ま
た
、
米
国

の
業
界

団
体
な
ど
が
迫

っ
て
い

る
の
が
、
「
刻
刻

エー

ッー
「

利
司
【
列
州

の‐
削
劇
“

劃
叫
封
例
週
「
訓
封
劉

ロ
ン
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加

の
各
国
政
府
を
、
多
日

籍
企
業
が
劇
剖
―こ―
調
剌

劉
こ―
日
洲
「
封
劉
制
劇

【

Ｉｌ

ｓｌ

ＤＩ
「

で
す
。
各

国
が
決
め
た
安
全
、
健

康
、
福
祉
　
環
境

の
基

準
が
企
業
や
投
資
家

の

不
利
益
に
な
る
と
判
断

さ
れ
る
と
、
不
服
や
誤

り
を
認
め
な

い

「
治
外

法
権
」
規
定

で
、
す
で

に
多
く
の
自
由
貿
易
協

定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
に
盛
り

込
ま
れ
、
韓
国

・
カ
ナ

ダ
　
メ
キ
ン
コ
な
ど
、

世
界
中
で

「
主
権
を
侵

害
し
か
ね
な

い
」
と
大

問
題
に
な

つ
て
い
ま
す
。

●
公
劃
創
「
詞

‥
米
企
業
が

日
本
の
膨
大

な
公
共
事
業

の
１
％
未
満

に
し
か
関
与

で
き
て
い
な

い
と
抗
議
。

「
米
設
計

建
設
会
社

の

参
加
を
制
限

す
る
問
題
あ

る
慣
行
」
に

対
処
せ
よ
と

要
求
し
、
「
外

環
道
な
ど
の

高
速
道
路
、

主
要
公
共
建

築
物
、
鉄
道

調
達

、
都
市

食の安全― 対日理 求
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い̈一一̈・　　一一̈

算

一

中
　

安
心
し
て
夕
張
で
暮

一
■

り

国

際

フ

■
一

ア

ン

タ

ス

テ

ィ

ッ
ク

略̈腑
鰤̈脚Ⅲ「

え
　
歓

％
年
度
は
道
営
５
棟

　

映
画
祭
が

（
・３
戸
）
の
建
設
が
予

２
月

２３

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
日

（
本
）

現
在
、
南
清
水
沢
１

～

２７
日

丁
目

（農
協
店
舗
一楽
）
　

（
月
）
ま
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

豪
雪
の
中
、
建
設
が
急

２
月

１０
日
同
映
画

ピ

ツ
チ
で
進
め
ら
れ
、

祭
実
行

入
居
公
募
は
４
月
以
降

中̈は猜むｒ」耗‐こつ　峰］圏珈酬剛呻

な
りそう
です。　　　はいわ
　
輔岬響‐‐
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し
続
け
た
い
‥
老
朽
化

し
た
市
営
住
宅
が
多
く

な

つ
て
い
る
中

で
、
う

れ
し
い
住
宅

の
建
設
が

進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
住
宅
は
、
く
ま

が

い
市
議
や
住
民
ら
が

要
望
し
て
い
た

「炭
坑

長
屋

の
よ
う
に
平
屋
で
、

と
な
り
近
所
と
親
し
く

話
せ
る
こ
と
Ｌ
除
雪

の

心
配
が

い
ら
な

い
こ

と
」
が
取
り
入
れ
ら
れ

た
か
た
ち
で
、
平
屋
、

共
用
部
分
に

は
屋
根
が

つ

き
、
除
雪
は

最
小
限
度

で

す
む
と
い
う

待
望

の
住
宅

で
す
。

平
成

２３

年
度
は
市
営

４
棟
で

四

戸
が
、
さ
ら

に
平
成

２４

年
度
は
、
市

営

２
棟

（
８

戸
）
、
道
営

４

棟

（
１４
戸
）
、

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
「
町

を
映
画
の
力
で
再
生
さ

せ
る
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は

る
日

（土
）
午

後
３
時
よ
り
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
．

も
う

一
つ
の
特

別
企
画
は

「夕
張

落
語
会
」
と
銘
打

っ
て
、
鈴
々
舎
馬

桜
独
演
会
が
２
月

２４
日
（午
前

１０
時

開
場
）
老

人
福
祉

会
館

（若
菜
３
番

地
）
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

映
画
は
　
市
内

８
会
場
に
分
か
れ

て
上
映
さ
れ
ま
す
。

迎

の
取
り
組
み
内
容

の

確
認
や
メ
イ
ン
会
場
に

な
る
ア
デ

イ
ー
レ
会
館

の
清
掃

（
２
月

１８
日
）

な
ど
を
決
め
て
準
備
に

は
い
り
ま
し
た
。

今
回
は
特
別
企
画
と

し

て

Ｋ

Ｉ

Ｚ

Ｕ

Ｎ

Ａ

「東
北
発
―
」
映
画
上

映
会
や
東
北
お
上
産
市

場
な
ど
が
会
館
隣
接
地

《お詫びと訂正》
1月 22日 (第 1419号 )1面

5段 目 15行 日、

一なぜ、年間 7000ヵ
円 もの米軍 IF持 費 を、こ

ユュュ昼旦 に訂正 しお詫

び い た します。

国
会
「か
け
あ
る
記
」

日
本
共
産
党

参
議
院
議
員

智

子

「
き
ち

っ
と

・
・
・
」
を
連
発
す
る
野
田
総
理
の

き
ち

っ
と
し
な
い
対
応

一
八
〇
通
常
国
会
の
論
戦
が
は
じ
ま
り
、
各
党
の
代
表
質
問
の

後
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

・
外
交
問
題
で
の
集
中
審
議
」
が
行
わ
れ
、
１
月

３‐

日
、
参
議
院
で
今
年
最
初
の
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

野
田
総
理
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
向
け
た
各
国
と
の
事
前
協
議
で

「
国
民
へ
の
説
明
と
情
報
提
供
を
き
ち

っ
と
や
り
、
国
民
的
な
論

戦
を
十
分
行

っ
て
結
論
を
得
る
」
と
明
言
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
前
提
が
覆
さ
れ
る
事
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
政
府
の
公
式
発
表
で
交
渉
内
容
は
、
限
ら
れ
た
対
象
に

し
か
明
ら
か
に
せ
ず
、
協
定
が
発
効
し
た
後
も
４
年
間
秘
匿
さ
れ

る
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

っ
た
か
ら
で
す
。

こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
と
、
野
田
総
理
は
、
そ
れ
を
認
め
、
「
外

交
交
渉
で
は
、
相
手
国
が
非
公
開
で
提
示
し
た
も
の
は
、
尊
重
す

る
の
が
通
常
当
然
の
対
応
だ
」
と
言
い
、
そ
の
上
で

「
出
せ
る
情

報
は
き
ち

っ
と
出
す
」
と
い
い
ま
し
た
。
出
せ
な
い
も
の
は
出
さ

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
何
度
も

「
き
ち

っ
と
」
と
い
う
言
葉
を

使
う
と
き
は
、
逆
に
き
ち

っ
と
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
国
民
を
ご
ま
か
す
態
度
は
許
せ
ま

せ
ん
。
徹
底
し
て
情
報
を
出
さ
せ
、
国
民
の
中
で
の
大
論
議
に
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
月
５
日
、
福
島
革
新
懇
の
主
催
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
参
加
し
ま
し
た
。
国
も
電
力
会
社
も
マ
ス
コ
ミ
も
総
動
員
で
行

っ
た

「
安
全
神
話
」
に
よ

っ
て
重
大
な
事
故
に
い
た

っ
た
原
発
事

故
の
教
訓
か
ら
も
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
二
の
舞
に
し
て
は
い
け
な
い
と
い

う
、
現
地
の
声
は
、
強
く
胸
に
響
き
ま
し
た
。
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